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◇
㈱
ケ
ア
オ
フ
ィ
ス

　（
大
塚
戸
町
）

　
磯
畑
　
謙
二

　（
介
護
福
祉
用
具
販
売
他
）

◇
カ
ッ
ト
ｆ
ｉ
（
豊
岡
町
）

　
廣
瀬
　
典
子
（
美
容
業
）

◇
ク
サ
マ
自
動
車
修
理
工
業

　（
大
輪
町
）

　
草
間
　
広
幸

　（
自
動
車
整
備
業
）

◇
Ｙ
Ｃ
読
売
セ
ン
タ
ー

　
水
海
道
中
央
（
渕
頭
町
）

　
酒
井
　
翔
太

　（
新
聞
小
売
業
）

◇
栄
炭
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
㈱

　（
大
塚
戸
町
）

　
横
島
　
雅
之

　（
電
池
材
料・部
品
の
輸
出
入
、

そ
の
他
卸
売
販
売
）

◇
桑
原
　
　
浩
（
坂
手
町
）

　（
空
調
設
備
工
事
業
）

◇
㈱
Ｍ
Ｃ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

　（
天
満
町
）

　
中
島
　
誠
子

　（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
業
）

◇
エ
ム
オ
ー
ト
　
（
大
房
）

　
内
田
　
正
基

　（
自
動
車
販
売
）

◇
Ｇ
Ｔ
Ｃ
㈲
　
　
（
豊
田
）

　
勝
元
サ
ラ
ー

　（
貿
易
業
）

◇
ト
ー
タ
ル
リ
ペ
ア

　
プ
ラ
ス
ワ
ン
（
古
間
木
）

　
稲
葉
　
英
男

　（
カ
ー
リ
ペ
ア
業
）

◇
㈱
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト 

読
売
セ
ン
タ
ー
石
下

　（
新
石
下
）

　
六
辻
　
真
知（新

聞
小
売
業
）

◇
㈱
シ
ノ
ザ
キ
設
備
工
業

（
杉
山
）

　
篠
崎
　
一
真

　（
給
排
水
設
備
工
事
業
）

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
経
済
は
、
30

年
に
及
ぶ
停
滞
期
を
脱
し
、
成

長
型
経
済
へ
の
移
行
、
地
域
経

済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
契
機

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
人
口
減
少
や
流
出
な

ど
、
構
造
的
な
人
手
不
足
に
加

え
、
賃
上
げ
に
伴
う
労
務
費
の

増
加
、
円
安
や
コ
ス
ト
増
を
背

景
と
し
た
、
賃
上
げ
を
上
回
る

コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
フ
レ
、

年
頭
所
感

青 木　清 人
商工会長

創
業
支
援
を
推
進

創
業
支
援
を
推
進

金
利
上
昇
な
ど
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
直
面
す
る
課
題
は

多
様
化
し
、
業
況
の
二
極
化
が

顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
商

工
会
は
行
政
や
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
図
り
な
が
ら
、
資
金

繰
り
支
援
を
は
じ
め
、
創
業
・

事
業
承
継
支
援
、
事
業
再
構

築
・
生
産
性
向
上
支
援
、
防

災
・
減
災
対
策
、
更
に
は
デ
ジ

タ
ル
対
応
や
人
材
確
保
ま
で
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
多
岐
に
わ

た
る
支
援
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
本
商
工
会
と
致
し
ま
し
て
も
、

地
域
に
お
け
る
起
業
・
創
業
の

支
援
拠
点
と
し
て
、
地
域
内
外

の
人
材
が
安
定
し
て
挑
戦
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

若
者
や
移
住
者
の
起
業
促
進
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
規
ビ

ジ
ネ
ス
の
創
出
を
積
極
的
に
後

押
し
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
が
進
む
中
で

も
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
通
じ

て
、
地
域
に
根
差
し
た
事
業
の

継
続
と
雇
用
の
確
保
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、

商
工
会
が
地
域
唯
一
の
総
合
経

済
団
体
と
し
て
、
そ
の
使
命
を

全
力
で
全
う
す
る
た
め
に
は
、

役
職
員
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
と

責
任
を
持
ち
、
不
断
の
組
織
力

強
化
と
支
援
力
向
上
に
努
め
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
、
東
武
化
学
株
式

会
社
は
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
企

業
「
株
式
会
社
カ
ネ
カ
」
の

グ
ル
ー
プ
企
業
の
一
員
で
、

グ
ル
ー
プ
企
業
の
な
か
で
唯

一
の
イ
ン
テ
リ
ア
用
壁
紙
の

専
業
メ
ー
カ
ー
で
す
。「
暮
ら

し
を
包
み
込
む
」、
そ
れ
が
私

た
ち
東
武
化
学
㈱
の
し
ご
と

で
す
。

　
壁
紙
の
デ
ザ
イ
ン
企
画
や

技
術
開
発
、
そ
し
て
製
造
に

至
る
、
一
貫
し
た
モ
ノ
づ
く

り
で
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
幸

せ
な
暮
ら
し
に
寄
り
添
う
製

品
を
通
し
、
国
内
シ
ェ
ア
は

業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
り
、

国
内
壁
紙
流
通
量
の
約
15
％

　
こ
れ
か
ら
も
人
々
が
安
心

し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
快

適
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
ラ

イ
フ
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
提

案
し
、
地
域
社
会
の
発
展
と

家
族
の
幸
せ
に
貢
献
す
る
企

業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

81

〜
東
武
化
学
株
式
会
社（
鴻
野
山
）〜

イ
ン
テ
リ
ア
用
壁
紙
製
品
で
暮
ら
し
を
包
み
込
む

の
生
産
実
績
シ
ェ
ア
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

　
常
総
市
鴻
野
山
で
の
操
業

の
歩
み
も
35
年
を
超
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
お
か
げ
さ
ま

で
多
く
の
み
な
さ
ま
に
支
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
2
0

2
7
年
に
は
創
立
45
周
年
を

迎
え
ま
す
。

2026午年は語る私の抱負

新
会
員
紹
介

　
令
和
７
年
９
月
か
ら

12
月
ま
で
に
次
の
事
業

所
が
加
入
し
ま
し
た
。

　あけましておめでとうございます。
　４度目の年男となる2026年は、太陽を象
徴する丙がもたらす情熱と生命力、そして
午が表す行動力と決断力が重なる、60年に一度の丙午（ひ
のえうま）の年です。時代の流れが速く、社会や経済、経
営を取り巻く環境が大きく変化する中にあっても、諸先輩
方からの学びを原動力に、勇猛果敢の心で日々の取り組み
に挑む一年としてまいります。
　皆さまにとりましても、「うまくいく」一年となります
よう、心よりお祈り申し上げます。

㈱ N E X T
（豊岡町） 平成２年生

中山　健介

　新年明けましておめでとうございます。
2026年を迎えるにあたり、私は次のような
抱負を掲げています。新しい年を迎えるに
あたり、個人としても、また株式会社NEXTの代表として
も成長し続けることを目指します。
　2026年は、これまで手を出していなかった新しい市場へ
の進出を図りたいと考えています。市場調査を徹底的に行
い、チーム全体で新しいビジネスチャンスを追求します。
　これらの抱負を実現することで、2026年がより実り多い
年となることを願っています。これからも、挑戦を恐れず
前進していきます。
　本年もどうぞ宜しくお願い致します。

㈱戸　塚
（水海道宝町） 平成２年生

戸塚　絢子

　あけましておめでとうございます。本年も
よろしくお願い致します。
　家業を継いで約３年、ネイルサロンを始め
て約２年経ちました。右も左も上も下も分からないところ
から、周りの方々に支えられ、なんとか継続させて頂いて
おります。
　少子化などの影響もあり、学用品販売は厳しい部分があ
りますが、なにがあっても馬のように軽やかに走りたいと
思います。
　皆様のご活躍をお祈り申し上げます。

㈱秀　栄
（中妻町） 昭和53年生

大根　司
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受賞者の横顔受賞者の横顔 ▽
株
式
会
社
ア
ラ
イ
パ
ー
ツ

（
馬
場
）

　坂
本
　
直
喜（
勤
続
21
年
）

▽
株
式
会
社
飯
野
工
業（

中
沼
）

　
平
山
　
哲
雄（
勤
続
34
年
）

▽
本
川
建
設
工
業
株
式
会
社

（
本
石
下
）

　
平
間
　
優
希（
勤
続
12
年
）

▽
小
島
運
輸
有
限
会
社（

蔵
持
）

　
田
中
　
孝
雄（
勤
続
23
年
）

▽
東
武
化
学
株
式
会
社（鴻

野
山
）

　
坂
入
　
一
美（
勤
続
33
年
）

▽
東
武
化
学
株
式
会
社

（
鴻
野
山
）

　
中
山
　
和
子（
勤
続
30
年
）

▽
株
式
会
社
稲
葉
燃
料（

若
宮
戸
）

　
関
野
　
幸
男（
勤
続
10
年
）

▽
株
式
会
社
常
総
ガ
ス（若

宮
戸
）

　
武
笠
　
貴
裕（
勤
続
10
年
）

▽
株
式
会
社
く
ら
も
ち（菅

生
町
）

　
山
本
美
寿
（々
勤
続
16
年
）

▽
株
式
会
社
く
ら
も
ち（菅

生
町
）

　H
O
SO
DA
 M
A
RILOU

 
BATIBO

T

（
勤
続
15
年
）

▽
富
士
研
削
砥
石
株
式
会
社

（
豊
岡
町
乙
）

　
鈴
木
　
　
久（
勤
続
18
年
）

▽
株
式
会
社
島
田
製
作
所

（
坂
手
町
）

　
飯
島
　
幸
二（
勤
続
37
年
）

▽
株
式
会
社
ダ
イ
ゼ
ン

（
水
海
道
宝
町
）

　
宮
田
　
修
一（
勤
続
11
年
）

▽
株
式
会
社
イ
ト
ー
キ
東
光

製
作
所

　
　
　 （
大
生
郷
町
）

　
間
中
　
克
典（
勤
続
19
年
）

▽
有
限
会
社
野
口
商
事（十

花
町
）

　
木
村
　
　
功（
勤
続
10
年
）

▽
関
東
モ
リ
工
業
株
式
会
社

（
大
塚
戸
町
）

　
谷
口
　
雅
史（
勤
続
16
年
）

▽
株
式
会
社
フ
ル
ヤ
建
商

（
中
妻
町
）

　
小
林
　
　
浩（
勤
続
16
年
）

▽
満
和
電
気
工
業
株
式
会
社

（
大
輪
町
）

　
渡
辺
　
清
一（
勤
続
50
年
）

▽
株
式
会
社
ネ
モ
ト
・
サ
イ

エ
ン
ス
　
　
　 （
大
生
郷
町
）

　
荒
木
　
直
也（
勤
続
10
年
）

▽
社
会
福
祉
法
人
東
雲
会
小

貝
保
育
園
　
　
　（上
蛇
町
）

　
鈴
木
　
直
子（
勤
続
11
年
）

▽
株
式
会
社
染
谷
工
務
店

（
水
海
道
淵
頭
町
）

　
風
見
　
晃
市（
勤
続
33
年
）

▽
株
式
会
社
染
谷
工
務
店

（
水
海
道
淵
頭
町
）

　
村
瀬
　
琢
哉（
勤
続
21
年
）

▽
有
限
会
社
エ
ン
ド
ウ
商
店

（
水
海
道
橋
本
町
）

　
中
山
　
謹
宏（
勤
続
14
年
）

▽
有
限
会
社
誠
和
運
輸

（
豊
岡
町
乙
）

　
高
木
　
　
隆（
勤
続
39
年
）

▽
有
限
会
社
小
島
サ
ッ
シ
ト

ー
ヨ
ー
住
器

　 （
豊
岡
町
丙
）　

石
塚
　
紀
行（
勤
続
11
年
）

▽
有
限
責
任
事
業
組
合
遊
企
画

　
　
　
　
　　（
坂
手
町
）

　
宮
本
　
栄
子（
勤
続
10
年
）

▽
有
限
会
社
光
流
通（相

野
谷
町
）

　
新
井
　
幹
洋（
勤
続
21
年
）

▽
有
限
会
社
大
明
自
動
車

（
水
海
道
天
満
町
）

　
長
谷
川
　
浩（
勤
続
12
年
）

▽
高
砂
製
紙
株
式
会
社

（
豊
岡
町
甲
）

　
沢
田
　
拓
也（
勤
続
12
年
）

▽
高
砂
製
紙
株
式
会
社

（
豊
岡
町
甲
）

　
野
口
　
友
伸（
勤
続
12
年
）

▽
川
光
物
産
株
式
会
社
茨
城

工
場
　
　
　
　
　（坂
手
町
）

　
田
中
　
賢
治（
勤
続
12
年
）

▽
株
式
会
社
茨
城
製
砥

（
大
生
郷
町
）

　
太
田
　
義
希（
勤
続
11
年
）

▽
株
式
会
社
ギ
ン
ポ
ー
パ
ッ

ク
守
谷
工
場
　 （
内
守
谷
町
）　

倉
持
　
利
男（
勤
続
19
年
）

▽
株
式
会
社
ギ
ン
ポ
ー
パ
ッ

ク
守
谷
工
場
　 （
内
守
谷
町
）　

多
賀
　
光
弘（
勤
続
18
年
）

＝優良従業員＝

49名を表彰
―市内事業所の永年勤続者―

　
令
和
７
年
度
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
、

２
月
10
日（
火
）午
前
10
時
よ
り
常
総
市

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
い

た
し
ま
す
。
こ
れ
は
常
総
市
内
の
各
事

業
所
に
勤
務
す
る
従
業
員
の
勤
労
意
欲

を
高
揚
し
、
地
域
商
工
業
の
発
展
と
資

質
的
向
上
を
図
る
た
め
に
毎
年
開
催
し

て
い
る
も
の
で
す
。
受
賞
者
は
一
つ
の

事
業
所
に
永
年
勤
続
さ
れ
、
業
務
に
誠

実
で
勤
務
ぶ
り
は
他
の
従
業
員
等
の
模

範
と
な
る
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所

の
推
薦
に
基
づ
い
て
常
総
市
及
び
商
工

会
が
選
考
の
上
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

本
年
度
は
39
事
業
所
か
ら
勤
続
30
年
以

上
11
名
、
20
年
以
上
５
名
、
10
年
以
上

33
名
の
合
計
49
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
る

青
木
清
人
商
工
会
長

プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
神
達
岳
志
市
長

渡辺　清一
満和電気工業株式会社

50年

　この度は、優良
従業員についての
表彰を頂き誠にあ
りがとうございま
す。
　昭和50年、満和
電気工業株式会社
に入社し電気工事
士として50年仕事
を続けることができたこと、心より
感謝しております。これからも皆様
に感謝するとともに、体力が許す限
り仕事に励んでまいります。

　
常
総
市
で
は
令
和
８
年
１
月
15
日
、

常
総
市
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
於
い

て
、
常
総
市
・
常
総
ひ
か
り
農
業
協

同
組
合
・
常
総
市
商
工
会
合
同
主
催

に
よ
る
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
場
に
は
、
来
賓
で
あ
り
ま
す
常

総
市
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
国
会
議

員
・
茨
城
県
議
会
議
員
を
含
め
約
３

０
０
名
の
関
係
者
が
詰
め
か
け
ま
し

た
。

　
式
典
は
、
堤
隆
常
総
ひ
か
り
農
業

協
同
組
合
長
の
開
会
の
こ
と
ば
で
始

ま
り
、
永
年
に
わ
た
り
市
内
各
分
野

で
社
会
に
貢
献
し
、
ご
活
躍
さ
れ
栄

誉
に
輝
い
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
春
・

秋
の
叙
勲
褒
章
受
章
者
紹
介
を
行
い

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
神
達
岳
志
市
長
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、「
総
合
戦
略

で
描
く
常
総
の
未
来
」
と
題
し
、
今

後
、
人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
中
、

基
本
目
標
を
４
つ
掲
げ
、
２
０
１
６

年
か
ら
２
０
２
０
年
、
２
０
２
１
年

か
ら
２
０
２
５
年
の
５
年
計
画
を
２

回
行
い
、
常
総
市
を
観
光
地
と
し
て

位
置
づ
け
２
０
２
４
年
の
観
光
入
込

客
数
は
県
内
６
位
と
大
健
闘
し
、
さ

ら
な
る
上
を
目
指
す
考
え
を
熱
く
語

り
ま
し
た
。

　
結
び
に
は
、
青
木
清
人
常
総
市
商

工
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を
述
べ
第

一
部
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
第
二
部
と
し
て
、
経
済

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
り
ま
す
須

田
慎
一
郎
氏
を
お
招
き
し
て
、「
舞
台

裏
か
ら
見
た
政
治
・
経
済
〜
日
本
再

生
の
た
め
に
何
が
必
要
か
〜
」
と
題

し
、
今
後
、
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
衆
議

院
選
挙
、
大
阪
都
構
想
の
府
知
事
、

市
長
の
選
挙
、
野
党
の
新
党
結
成
、

又
、
高
市
政
権
の
財
政
の
複
数
年
度

化
や
地
方
、
中
小
企
業
、
内
需
関
連

に
２
０
２
７
年
度
か
ら
本
領
発
揮
す

る
な
ど
政
界
の
裏
話
な
ど
も
交
え
な

が
ら
終
始
会
場
を
賑
わ
せ
盛
会
裏
に

終
了
い
た
し
ま
し
た
。

▽
株
式
会
社
ギ
ン
ポ
ー
パ
ッ

ク
守
谷
工
場
　 （
内
守
谷
町
）　

田
中
伊
佐
夫（
勤
続
18
年
）

▽
丸
三
商
事
工
業
株
式
会
社

（
大
房
）

　
飯
村
喜
世
美（
勤
続
12
年
）

▽
株
式
会
社
菓
道
　（古
間
木
）　

長
瀬
　
優
希（
勤
続
12
年
）

▽
株
式
会
社
菓
道
　（古
間
木
）　

河
亦
　
俊
幸（
勤
続
30
年
）

▽
岩
見
印
刷
株
式
会
社

（
水
海
道
橋
本
町
）

　
飯
島
　
光
昭（
勤
続
30
年
）

▽
北
村
製
布
株
式
会
社

（
水
海
道
宝
町
）

　
草
間
　
　
正（
勤
続
32
年
）

▽
日
本
電
磁
工
業
株
式
会
社

（
中
妻
町
）

　
羽
生
　
正
美（
勤
続
30
年
）

▽
門
井
電
気
工
事
株
式
会
社

（
新
石
下
）

　
高
橋
　
英
俊（
勤
続
13
年
）

▽
株
式
会
社
北
総
交
通（中

妻
町
）

　
早
崎
　
　
努（
勤
続
15
年
）

▽
合
名
会
社
叶
屋
本
店（新

石
下
）

　
塚
本
　
君
子（
勤
続
21
年
）

▽
日
本
エ
ク
シ
ー
ド
株
式
会

社
　
　
　
　
　 （
内
守
谷
町
）

　
鈴
木
　
洋
平（
勤
続
13
年
）

▽
日
本
エ
ク
シ
ー
ド
株
式
会

社
　
　
　
　
　 （
内
守
谷
町
）

　
松
井
　
朱
里（
勤
続
13
年
）

▽
株
式
会
社
ハ
リ
ガ
イ
工
業

（
大
生
郷
町
）

　関
根

　実
佳（
勤
続
17
年
）

▽
株
式
会
社
ハ
リ
ガ
イ
工
業

（
大
生
郷
町
）

　片
岡

　節
男（
勤
続
16
年
）

▽
株
式
会
社
ハ
リ
ガ
イ
工
業

（
大
生
郷
町
）

　狩
野

　保
久（
勤
続
16
年
）

講
演
を
行
う
須
田
慎
一
郎
氏

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

常
総
市
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
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特
定
創
業
支
援
等
事
業
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
創
業
セ
ミ
ナ
ー
２
０
２
５
」
開
催
レ
ポ
ー
ト

　
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
創
業
セ
ミ
ナ
ー
２

０
２
５
が
令
和
７
年
10
月
２
日

か
ら
10
月
25
日
ま
で
全
８
回
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
、
25
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー

は
、
創
業
を
目
指
す
方
や
創
業

後
５
年
未
満
の
方
を
対
象
に
、

創
業
に
必
要
な
知
識
や
実
務
を

体
系
的
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
中
小
企
業
診
断
士
、
税
理

士
、
社
会
保
険
労
務
士
、
金
融

機
関
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
専
門
家
が
講
師
を
務
め
、
事

業
を
成
功
へ
導
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　
第
４
回
の
講
義
で
は
特
別
ゲ

ス
ト
と
し
て
「
ス
ズ
ラ
ン
珈
琲

堂
」
代
表
の
石
川
昇
太
さ
ん
が

登
壇
。
ラ
ー
メ
ン
・
餃
子
の
人

気
店
「
青
春
餃
子
」
の
創
業
か

ら
古
民
家
カ
フ
ェ
「
ス
ズ
ラ
ン

珈
琲
堂
」
へ
の
大
胆
な
業
態
転

換
の
挑
戦
や
、
先
の
見
え
な
い

第
33
回
常
総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
を
開
催

　
令
和
７
年
11
月
２
日
に
常
総

市
役
所
石
下
庁
舎
及
び
周
辺
施

設
に
お
い
て
、
第
33
回
常
総
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
合
併
20
周
年
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
様
々
な
企
画
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
会
も
ま
つ
り

全
体
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
商

工
ま
つ
り
と
し
て
26
の
事
業
所

と
団
体
に
よ
る
物
販
や
飲
食
な

ど
の
事
業
所
Ｐ
Ｒ
や
商
工
会
ブ

ー
ス
で
は
毎
回
大
好
評
の
福
引

抽
選
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
方

　
今
年
も
令
和
７
年
11
月
29
〜

30
日
の
２
日
間
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
下
妻
１
階
フ
ォ
レ
ス
ト
コ
ー

ト
に
お
い
て
し
も
つ
ま
物
産
展

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で

八
千
代
町
商
工
会
が
主
幹
と
な

り
、
常
総
市
商
工
会
、
下
妻
市

商
工
会
、
筑
西
市
商
工
会
が
合

同
で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
桜
川
市
商
工
会
、
下
館
商

工
会
議
所
、
結
城
商
工
会
議
所

が
加
わ
り
、
当
会
か
ら
１
事
業

所
を
含
め
全
８
事
業
所
が
出
展

し
ま
し
た
。

当
会
会
員
の
「
生
産
方
式
革
新
実
施
計
画
」
が

　
　
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活
用
促
進
法
に
基
づ
き
認
定

―
 

茨
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
と
の
連
携
に
よ
る
伴
走
支
援
が
実
を
結
ぶ ―

　
令
和
７
年
12
月
３
日
、
常
総
市
商

工
会
水
海
道
事
務
所
に
お
い
て
、
農

業
の
生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
ス

マ
ー
ト
農
業
技
術
の
活
用
の
促
進
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
生
産
方
式
革

新
実
施
計
画
の
認
定
証
手
交
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
関
東
農
政
局
茨
城
県
管
内
で
は
２

件
目
と
な
る
認
定
を
受
け
た
の
は
、

当
会
会
員
の
香
山
行
徳
さ
ん
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
た
経
験

な
ど
を
、
メ
イ
ン
講
師
の
遠
藤

陽
介
氏
（
中
小
企
業
診
断
士
）

と
の
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
で
熱
く
語

り
、
大
い
に
盛
り
上
が
る
充
実

し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
回
で
は
、
受
講
者
が
自

ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発
表
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
整
理

す
る
良
い
機
会
と
な
り
、
講
師

や
参
加
者
同
士
で
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
の
「
特

定
創
業
支
援
等
事
業
」
に
認
定

※常総市創業・新事業活動支援補助金
　補助上限30万円　補助率１／２
　＜主な申請要件＞
　・特定創業支援等事業（ＪＯＳＯ創業セミナー等）に
　　より支援を受けたことの証明を受けていること
　・申請事業の内容を含む経営革新計画の承認を受けて
　　いること

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
店
ブ
ー
ス
で
は
商
品
が
売
り

切
れ
る
な
ど
無
事
盛
大
の
う
ち

に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲抽選会にはたくさんの方に参加
　していただきました

豊富な経験を語る
スズラン珈琲堂の石川さん

さ
れ
て
お
り
、
修
了
者
に
は
常

総
市
創
業
・
新
事
業
活
動
支
援

補
助
金
な
ど
、
創
業
を
有
利
に

進
め
ら
れ
る
特
典
が
付
与
さ
れ

ま
す
。

好評を得たワークショップ

全日程終了後の創業支援事業評価検討会議
では専門家から意見を伺います

し
も
つ
ま
物
産
展
２
０
２
５ 

in
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
妻 

開
催

（前列左から）よろず支援拠点 薄中小企業診断士、
青木商工会長、香山行徳さん、竹山地方参事官、
よろず支援拠点 小林中小企業診断士
（後列：関東農政局、常総市商工会、常総市役所の担当者）

手交式後の情報交換会の様子

こ
の
物
産
展
は
、
当
会
の
経
営

発
達
支
援
計
画
に
基
づ
い
て
地

域
商
工
業
者
の
販
路
拡
大
支
援

を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
、
出

展
者
に
は
事
前
に
「
成
果
を
あ

げ
る
た
め
の
接
客
・
商
談
の
進

め
方
」
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て

い
た
だ
き
、
物
産
展
で
伝
え
方

の
コ
ツ
や
ト
ー
ク
ス
ク
リ
プ
ト

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
各
事
業
所
趣
向
を
凝
ら
し
た

店
舗
レ
イ
ア
ウ
ト
で
、
来
場
者

の
方
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
で
多
く

の
方
に
足
を
止
め
て

い
た
だ
き
、
盛
況
な

物
産
展
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
会
で
は
事
業
環
境
変
化
対
応
型

支
援
事
業
集
団
講
習
会
を
９
月
か
ら

10
月
に
か
け
、
２
回
コ
ー
ス
で
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
「
ス
マ
ホ
１
つ
で
お
仕
事
革
命
」と

題
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
講
師
を

招
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
特
徴
や
使
い
方
、

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
の
設
定

や
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
方
法
な
ど
、
初

め
て
の
方
で
も
す
ぐ
活
用
で
き
る
内

容
で
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
を
数
名
配
置

す
る
な
ど
、
不
明
点
を
そ
の
場
で
解

決
し
な
が
ら
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
11
月
20
日（
木
）に「
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

に
て
会
員
55
名
参
加
の
も
と
『
常
総

市
商
工
会 

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
、
ゴ
ル
フ
を
通
じ
て
会

員
間
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
心
地

良
い
秋
晴
れ
の
中
、
会
員
同
士
に
よ

る
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　
プ
レ
ー
終
了
後
は
表
彰
式
を
開
催

常
総
市
商
工
会 

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催優勝された市村さん(左)

と中山副会長(右)セミナー受講の様子

デ
ジ
タ
ル
活
用
セ
ミ
ナ
ー

し
、
中
山
副
会
長
か
ら
入
賞
さ
れ
た

方
へ
賞
品
の
授
与
が
行
わ
れ
、
会
場

は
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

式
で
は
、
農
林
水
産
省
関
東
農
政
局

の
竹
山
浩
一
地
方
参
事
官
よ
り
、
香

山
氏
へ
認
定
証
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

常
総
市
商
工
会
と
茨
城
県
よ
ろ
ず
支

援
拠
点
の
２
つ
の
支
援
機
関
が
連
携

し
、
双
方
の
専
門
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
共
有
す
る
伴
走
支
援
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
計
画
認
定
と
い

う
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
当
会
で
は
、
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
し
、
地
域
事
業
者
の
皆
さ

ま
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
後
に
は
「
有
意
義
だ
っ

た
」、「
活
用
で
き
そ
う
」
な
ど
前
向

き
な
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
要
望
を
お
聞
き

し
な
が
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
ま
す

の
で
、
そ
の
際
は
是
非
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
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女性部員を募集しています。
ぜひご加入ください！

商工会事務局（☎22-2121）まで、
　気軽にお問合せください♪

●商工会員である経営者の方、
　またはその家族
●会員の営む事業に従事する方

加入資格

女性部加入を
お待ちしています！
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商
工
会
女
性
部
版

部員
87名 ●●
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商
工
会
青
年
部
版

部員
49名

常
総
き
ぬ
川
花
火
大
会
に
出
店

常
総
き
ぬ
川
花
火
大
会
に
出
店

〜
翌
日
は
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
協
力
〜

〜
翌
日
は
ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
協
力
〜

　商工会青年部では、青年経営者または後継者として親睦を深めるとともに、地域商工業
発展のための仲間づくりに重点をおき、さまざまな事業を展開しています。
【加入資格】
　年齢が満45歳以下の商工会員又はその親族で、その会員の営む事業に従事する方

◎市川　翔弥　㈱市川板金（本石下）
◎篠崎　一真　㈱シノザキ設備工業（杉山）

新入部員紹介

　
令
和
７
年
９
月
20
日（
土
）に
開
催
さ
れ
た
常

総
き
ぬ
川
花
火
大
会
に
出
店
し
、
ド
リ
ン
ク
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
花
火
大
会
開
始

前
か
ら
雨
が
降
り
、肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、女

性
部
員
の
力
で
、
す
べ
て
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
翌
日
21
日（
日
）は
、
豊
岡
球
場
周
辺
の
ゴ
ミ

拾
い
に
参
加
協
力
し
ま
し
た
。

　
10
月
20
日（
月
）に
開
催
し
た
視
察
研
修
で
、

高
尾
山
・
川
越
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
高
尾
山
で
は
、
生
憎
霧
が
か
か
っ
て
い
て
、

景
色
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
に
乗
り
、
高
尾
山
名
物
「
天
狗

焼
」
を
食
べ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
う
か
い
鳥
山
に
て
、
素
晴
ら
し
い

庭
園
の
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
、
昼
食
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
川
越
に
て
自
由
散
策
し
、
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
11
月
2
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
常

総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
出
店
し
ま
し

た
。今
回
は
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー・フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト
・
ド
リ
ン
ク
を
販
売
し
ま

し
た
。
参
加
者
で
役
割
分
担
し
、
作

成
手
順
を
確
認
し
な
が
ら
、
手
際
よ

く
調
理
・

販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。
多
く

の
方
に
購
入

し
て
い
た
だ

き
、
楽
し
く

出
店
す
る
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

　
令
和
７
年
９
月
20
日（
土
）開
催
の
常
総
き

ぬ
川
花
火
大
会
と
11
月
２
日（
日
）開
催
の
常

総
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
出
店
し
、
ナ
チ
ョ
ス

と
飲
み
物
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
ナ
チ
ョ

ス
と
は
、
ト
ル
テ
ィ
ー
ヤ
チ
ッ
プ
ス
を
ベ
ー

ス
に
チ
ー
ズ
な
ど
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
の
せ
た

メ
キ
シ
コ
料
理
で
、
今
回
は
チ
ー
ズ
ソ
ー
ス

と
サ
ル
サ
ソ
ー
ス
の
２
種
類
の
ト
ッ
ピ
ン
グ

を
加
え
、
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
初
の
試
み

と
な
り
ま
し
た
が
、
当
日
は
た
く
さ
ん
の
方

に
ご
購
入
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
イ
ベ
ン

ト
の
賑
わ
い
に
も
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
た

有
意
義
な
出
店
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
10
月
26
日（
日
）に
水
海
道
あ
す
な
ろ
の
里
に
て
部
員
13
名
参

加
の
も
と
、
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
ぎ
ょ
う
か
い
ウ
ォ
ッ
チ
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
子
ど
も
た
ち
が
青
年
部
員
の
さ
ま
ざ
ま
仕
事

を
実
際
に
体
験
し
、
仕
事
の
役
割
や
モ
ノ
作
り

の
楽
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
と
な
っ
て
お
り
、
今
回
は
建
設
屋
さ
ん
に
よ

る
重
機
乗
車
体
験
や
、
大
工
さ
ん
に
よ
る
フ
ォ

ト
ス
タ
ン
ド
作
り
、
農
家
さ
ん
に
よ
る
苗
植
え

体
験
な
ど
、
合
計
４
業
種
の
体
験
ブ
ー
ス
を
設

置
し
ま
し
た
。
当
日
は
生
憎
の
天
気
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
た
く
さ
ん
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
き
、
楽
し
そ
う
に
職
業
体
験
を
す
る

当
日
の
様
子

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
常
総
市

の
名
産
品
が
当
た
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会

を
開
催
し
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
が
溢
れ
る
に

ぎ
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
11
月
11
日
に
ベ
イ
サ
イ
ド
ホ

テ
ル
ア
ジ
ュ
ー
ル
竹
芝（
東
京
都
）で
開
催

さ
れ
た
第
２
回
全
国
大
会
に
根
本
部
長
と

太
田
垣
さ
ん
の
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

各
委
員
会
の
活
動
報
告
の
ほ
か
、参
加
者

同
士
の
連
携
・
協
業
の
き
っ
か
け
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
ニ
ュ
ー
ク
リ
ア
ス
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
商
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー

常
総
グ
ル
メ
in
市
民
の
広
場

常
総
グ
ル
メ
in
市
民
の
広
場

壮
青
年
部
全
国
大
会

壮
青
年
部
全
国
大
会

視
察
研
修

視
察
研
修

花
火
大
会
＆

 

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
へ

　
　
　
　
　
　 
出
店

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

『
ぎ
ょ
う
か
い
ウ
ォ
ッ
チ
』を
開
催

職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

『
ぎ
ょ
う
か
い
ウ
ォ
ッ
チ
』を
開
催

常
総
ふ
る
さ
と
まつ
り

に
出
店

常
総
ふ
る
さ
と
まつ
り

に
出
店

　
12
月
23
日（
火
）今
年
度
２
回
目
と

な
る
趣
味
の
教
室
で
寄
せ
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
梅
の
木
を
材
料
に
入
れ
、
お
正
月

ら
し
い
華
や

か
な
寄
せ
植

え
を
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
つ

く
り
ま
し
た
。

趣
味
の
教
室「
寄
せ
植
え
」

趣
味
の
教
室「
寄
せ
植
え
」

視
察
研
修
を
開
催

視
察
研
修
を
開
催
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商
工
会
壮
青
年
部
版

ク
事
業
）
と

し
て
、
マ
ッ

チ
ン
グ
の
呼

び
か
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

令
和
８
年
度

は
茨
城
県
で

開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
令
和
７
年
10
月
26
日
〜
27
日
に
視
察
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
域
資
源
の
活
用

と
観
光
振
興
を
テ
ー
マ
に
、
山
形
県
の
道

の
駅
米
沢
、
天
童
温
泉
屋
台
村「
と
横
丁
」

を
視
察
。
道
の
駅
米
沢
は
、
米
沢
牛
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
魅
力
を
体

感
で
き
、
観
光
客
の
購
買
意
欲
を
高
め
る

仕
組
み
が
随
所
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
小
規

模
店
舗
が
連
な
る
空
間
の
「
と
横
丁
」
は
、

観
光
客
と
地
元
住
民
が
交
流
で
き
る
場
と

し
て
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
、
温
泉
街
の

活
性
化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
様
子
が

う
か
が
え
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
上
杉
神

社
で
歴
史
と
文
化
を
、
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー

で
は
農
業
と
観
光
を
結
び
付
け
る
六
次
産

業
化
の
成
功
例
を
視
察
し
、
見
識
を
広
め

さ
ら
に
は
部
員
相
互
の
親
睦
を
図
れ
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

部員
27名

青年部員
募集! !

チ
ャリ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

チ
ャリ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
令
和
７
年
10
月
12
日
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
演
歌
歌
手
の
丘
み
ど
り
さ
ん
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
運
営
協
力
し
ま
し
た
。
こ
の
コ

ン
サ
ー
ト
は
、
豪
雨
災
害
復
興
10
年
と
常
総
市

合
併
20
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
周
年
イ

ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
壮

青
年
部
は
会
場
設

営
や
片
付
け
、
駐

車
場
誘
導
な
ど
を

担
当
し
ま
し
た
。

紅
白
歌
合
戦
の
出

場
経
験
の
あ
る
プ

ロ
の
歌
唱
力
に
感

動
を
覚
え
、
ほ
ぼ

満
席
と
な
っ
た
会

場
は
大
い
に
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　
令
和
７
年
９
月
20
日
の
「
常
総
き
ぬ
川
花
火

大
会
」
開
催
に
あ
わ
せ
て
、
水
海
道
宝
町
地
内

の
市
民
の
広
場
に
お
い
て
、
市
内
の
飲
食
店
の

Ｐ
Ｒ
と
市
街
地
に
賑
わ
い
を
も
た
せ
る
こ
と
を

目
的
に
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
14
事
業
所
の
出

店
の
も
と
昨
年
に
引
き
続
き
「
常
総
グ
ル
メ
in

市
民
の
広
場
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
万
全
の
準
備
を

行
い
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。
空
模
様
が
ぐ
ず

つ
い
て
い
た
た
め
客
足
が
鈍
か
っ
た
で
す
が
、

花
火
の
打
ち
上
げ
が
始
ま
る
直
前
か
ら
は
大
勢

の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
花
火
大
会
開
催
時
間
中

は
、
昨
年
同
様
ブ
ー
ス
に
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

賑
わ
い
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
は

じ
め
て
出
店

し
た
事
業
所

か
ら
も
継
続

開
催
を
望
む

声
が
上
が
る

な
ど
高
い
評

価
を
い
た
だ

き
、
無
事
成

功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

当
日
出
店
の
様
子

ゴ
ミ
拾
い
に
参
加
し
た
み
な
さ
ん

参
加
し
た
み
な
さ
ん

う
か
い
鳥
山
に
て

参
加
し
た
み
な
さ
ん

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た

イ
ベ
ン
ト
会
場

丘みどりさんとの記念写真

根本部長（左）と太田垣さん（右） 視察研修に参加した部員

職業体験の様子販売を行ったナチョス出店の様子

〜
常
総
市
商
工
会
ナ
チ
ョ
ス
部
〜

〜
子
ど
も
た
ち
に
仕
事
の
役
割
や
モ
ノ
作
り
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
〜
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商
業
部
会
（
石
塚
理
治

部
会
長
）で
は
、21
名
の
参

加
の
も
と
、
サ
ー
ビ
ス
業

部
会
と
合
同
に
よ
る
視
察

研
修
会
を
11
月
10
日（
月
）

に
開
催
致
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
本
所
防
災

館
と
浅
草
の
２
か
所
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
所
防
災
館
で
は
、
水

圧
が
か
か
っ
て
い
る
ド
ア

の
開
放
、
地
震
の
揺
れ
、

強
風
大
雨
、
火
災
の
煙
か

ら
の
避
難
要
領
な
ど
、
防

　
（
一
社
）下
館
法
人
会
常
総
地
区
会
青
年
部
会
で
は
、

10
月
９
日（
木
）石
下
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
９
名
参
加
の

も
と
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
部
員
同
士
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
事
業
で
募

っ
た
善
意（
５
０
，０
０
０
円
）
は
公
益
財
団
法
人
茨

　
建
設
業
部
会
（
木
村
三
益
部

会
長
）
は
、
部
会
員
20
名
参
加

の
も
と
、
令
和
７
年
11
月
７
日

（
金
）〜
８
日（
土
）の
日
程
で
視

察
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

１
日
目
に
、
千
葉
県
松
戸
市
の

建
設
技
術
展
示
館
を
見
学
し
ま

し
た
。
こ
の
展
示
館
は
、
最
新

の
建
設
技
術
や
国
土
交
通
省
の

取
り
組
み
な
ど
を
、「
見
て
！
触

れ
て
！
知
る（
学
べ
る
）！
」
体

験
型
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
参

加
者
の
皆
様
も
熱
心
に
見
学
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ホ

テ
ル
到
着
後
は
、
懇
親
会
で
参

加
者
同
士
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
白

州
蒸
溜
所
を
見
学
し
ま
し
た
。

白
州
蒸
溜
所
は
、

サ
ン
ト
リ
ー
の

２
か
所
目
の
ウ

イ
ス
キ
ー
蒸
溜

所
と
し
て
、
１

９
７
３
年
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
蒸

溜
所
は
約
82
万

㎢
の
敷
地
面
積

を
誇
り
、
ウ
イ

ス
キ
ー
の
蒸
溜

所
と
し
て
は
国

内
最
大
の
敷
地

面
積
を
持
つ
蒸

溜
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

サービス業
部　　会
サービス業
部　　会

サ
ー
ビ
ス
業
・
商
業
部
会

　
　

合
同
視
察
研
修
を
実
施

　
〜
警
視
庁
本
部
、
巣
鴨
地
蔵
通
商
店
街
を
視
察
〜

サ
ー
ビ
ス
業
・
商
業
部
会

　
　

合
同
視
察
研
修
を
実
施

　
〜
警
視
庁
本
部
、
巣
鴨
地
蔵
通
商
店
街
を
視
察
〜

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し
た
！

商業部会商業部会

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

　

合
同
視
察
研
修
会
を
実
施

　
　
　
　
　
　
〜
本
所
防
災
館
、
浅
草
を
視
察
〜

商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

　

合
同
視
察
研
修
会
を
実
施

　
　
　
　
　
　
〜
本
所
防
災
館
、
浅
草
を
視
察
〜

チ
ャ
リ
テ
ィ

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

〜
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
る
〜

チ
ャ
リ
テ
ィ

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

〜
部
員
間
の
親
睦
を
深
め
る
〜

災
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を

体
験
し
防
災
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。
昼
食
は
、

「
東
部
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東

京
」
に
て
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ

ェ
を
楽
し
ん
だ
後
、
円
安
な

迎賓館赤坂離宮にて

　
令
和
７
年
12
月
６
日（
土
）、
常
総
市
工
場
協

会
主
催
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
す
る
中
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
会
員
企
業
の
従
業
員
の
皆
様
や

ご
家
族
な
ど
申
込
者
35
名（
う
ち
小
学
生
６
名
）

全
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
無
事
に
催
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
穏
や
か
な
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の

行
楽
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
の
目
的
地
で

あ
る
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
で
は
、
世
界
各
国
の
賓

客
を
迎
え
る
格
式
高
い
建
築
と
豪
華
な
内
装
、

日
本
の
伝
統
技
術
で
あ
る
七
宝
焼
な
ど
を
見
学

し
、
歴
史
と
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
続
い
て
向
か
っ
た
浅
草
で
は
、
江
戸
前
天
ぷ

ら
の
昼
食
を
堪
能
し
た
後
、
浅
草
寺
の
参
拝
や

仲
見
世
通
り
で
の
散
策
・
買
い
物
な
ど
、
参
加

者
そ
れ
ぞ
れ
に
浅
草
の
魅
力
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲笑顔が絶えず、大いに盛り上がりました

↑本所防災館にて ↑警視庁にて

法 人 会
青年部会

城
新
聞
文
化
福
祉
事

業
団
が
行
う
文
化
福

祉
事
業
と
し
て
、
県

内
福
祉
施
設
・
団
体

及
び
文
化
活
動
に
活

用
し
て
頂
く
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
察
研
修
会
を
開
催

建設業部会建設業部会

〜
正
月
福
引

　
抽
選
会

　
を
開
催
〜

石下サービス会

工業部会工業部会

工
業
部
会
視
察
研
修

　　　　　　　　　　　　

お
よ
び
懇
親
会
を
開
催

工
業
部
会
視
察
研
修

　　　　　　　　　　　　

お
よ
び
懇
親
会
を
開
催

　
工
業
部
会
（
北
村
英
明
部
会
長
）

で
は
、
令
和
７
年
11
月
27
日（
木
）に

視
察
研
修
お
よ
び
懇
親
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
市
内

商
工
会
員
事
業
所
４
か
所
を
見
学
し

ま
し
た
。

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会
社
で
は

サントリー白州蒸溜所にて建設技術展示館にて

切
削
部
品
の
製

造
、
株
式
会
社

石
川
製
作
所
で

は
大
型
機
械
加

工
、
東
武
化
学

株
式
会
社
で
は

壁
紙
製
造
、
株

式
会
社
く
ら
も

ち
で
は
卵
の
パ

ッ
ク
詰
め
の
様

子
を
見
学
さ
せ

株式会社くらもちにて

説明を聞く参加者

　
常
総
市
商
工
会
サ
ー
ビ
ス
業

部
会
（
草
間 
進 
部
会
長
）
は
、

令
和
７
年
12
月
３
日（
水
）に
会

員
14
名
の
参
加
に
よ
り
視
察
研

修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
警
視
庁
本
部
を
視

察
。
午
後
は
増
上
寺
参
拝
お
よ

び
巣
鴨
地
蔵
通
商
店
街
の
散
策

を
い
た
し
ま
し
た
。

　
警
視
庁
本
部
で
は
、
警
視
庁

の
活
動
な
ど
を
学
ぶ
「
ふ
れ
あ

い
ひ
ろ
ば
警
視
庁
教
室
」、警
視

庁
創
設
以
来
の
様
々
な
資
料
が

展
示
し
て
あ
る「
警
察
参
考
室
」、

１
１
０
番
を
受
理
し
て
い
る「
通

　
最
後
に

訪
れ
た
国

立
科
学
博
物
館
で

は
、
特
別
展
「
大

絶
滅
展
」
を
見
学

し
ま
し
た
。
地
球

史
上
５
度
に
わ
た

る
大
量
絶
滅
に
つ

い
て
、
日
本
初
公

開
の
標
本
や
迫
力

あ
る
映
像
展
示
を

通
じ
て
学
ぶ
こ
と

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
、

会
員
事
業
所
の
詳
し
い
事
業
内
容
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
視
察

研
修
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
き

ぬ
の
湯
に
て
懇
親
会
を
行
い
、
会
員

相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

が
で
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　
常
総
市
工
場
協
会
で
は
、
事
業
経
営
に
関
す

る
研
修
会
や
懇
談
会
の
開
催
、
福
利
厚
生
事
業

な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
加
入
申
し
込
み

は
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（
事
務
局
：
商
工
会
内 

℡
０
２
９
７－

２
２－

２
１
２
１
）

常総市
工場協会
常総市
工場協会

ど
を
背
景
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
（
訪
日
客
）
を
中
心
に
観

光
客
が
増
え
続
け
て
い
る

「
浅
草
」を
自
由
散
策
し
各
々

買
い
物
を
楽
し
み
、
大
変
有

意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

信
指
令
セ
ン
タ
ー
」
を
見

学
し
ま
し
た
。
見
学
す
る

機
会
が
あ
ま
り
な
い
施
設

を
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
有
意
義
な
視
察
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
石
下
サ
ー
ビ
ス
会
主
催

の「
正
月
福
引
抽
選
会
」が
、

令
和
７
年
１
月
11
日（
日
）

石
下
中
央
公
民
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
抽

選
会
は
石
下
サ
ー
ビ
ス
会

加
盟
店
で
の
お
買
い
物
時

に
提
供
さ
れ
る
「
石
下
サ

ー
ビ
ス
券
」
を
貼
り
つ
け

た
満
点
台
紙
１
冊
で
３
回

抽
選
で
き
る
と
い
う
も
の

で
、
特
等
は
現
金
１
万
円
、

１
等
は
現
金
５
千
円
、
２

等
は
現
金
千
円
、
３
等
は

現
金
２
百
円
、
４
等
は
現

金
百
円
が
当
た
る
空
く
じ

な
し
の
抽
選
会
。
サ
ー
ビ

ス
券
を
片
手
に
大
勢
の
方

に
来
て
い
た
だ
き
、
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
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１
級
１
名

　
　
　
な
ど

合
格
者
２
名

１
級
１
名

　
　
　
な
ど

合
格
者
２
名

　
第
219
回
全
国
商
工
会
連
合
会

主
催
の
珠
算
検
定
試
験
が
令
和

７
年
11
月
16
日
（
日
）
常
総
市

商
工
会
水
海
道
事
務
所
（
受
験

者
７
名
）
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
格
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
西
村
妃
麻
里
さ
ん
（
12
才
）

１
級
合
格
者
１
名（
受
験
者
２
名
）

３
級
合
格
者
１
名（
受
験
者
４
名
）

◇
全
国
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　
珠
算
検
定
◇

◇
全
国
商
工
会
連
合
会

　
　
　
　
　
珠
算
検
定
◇

第200回珠算検定第219回珠算検定

　
瀧　
　
美
菜
さ
ん
（
10
才
）

確定申告期間…２月16日（月）

　　　　　　　　　〜３月16日（月）

　所 得 税　…３月16日（月）まで

　消 費 税　…３月31日（火）まで

2026年（令和７年分）の
申告期間・納付期限

2026年（令和７年分）の
申告期間・納付期限

　
令
和
７
年
10
月
16
日
（
木
）

野
村
屋
旅
館
に
お
い
て
、
宝
町

支
部
、
栄
町・本
町・元
町
支
部
、

諏
訪
町
・
淵
頭
町
支
部
の
３
支

部
合
同
で
研
修
会
を
行
い
ま
し

た
。
内
容
は
神
達
岳
志
市
長
に

よ
る
講
演
で
、
水
海
道
市
街
地

複
合
施
設
等
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
公
共
施
設
を
充
実
さ
せ
、

市
民
の
憩
い
の
場
を
作
り
だ
し
、

魅
力
と
活
気
に
満
ち
た
水
海
道

中
心
市
街
地
を
目
指
す
と
熱
意

を
込
め
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

議案審議する支部会員のみなさん

菅生支部菅生支部

公
民
館
ま
つ
り

に
参
加

公
民
館
ま
つ
り

に
参
加

　
令
和
７
年
11
月
22
日（
土
）〜

23
日（
日
）の
２
日
間
菅
生
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
公
民
館
ま
つ

り
に
菅
生
支
部
（
大
塚
裕
一
支

部
長
）
で
参
加
し
ま
し
た
。
菅

令
和
７
年
度

豊
岡
支
部 

忘
年
会

令
和
７
年
度

豊
岡
支
部 

忘
年
会

三妻
支部
三妻
支部

総
会
を
開
催

総
会
を
開
催

　
令
和
７
年
11
月
28
日（
金
）に

令
和
７
年
度 

豊
岡
支
部
忘
年

会
（
中
島
支
部
長
）
が
「
海
鮮

茶
屋 

末
廣
」に
て
、
支
部
会
員

17
名
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
忘
年
会
で
は
、

『
成
瀬
流 

彩
の
会
』
よ
り
成
瀬 

香
縁 

様
、増
田 

美
空
さ
ん
の
２

名
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
演
舞

を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
舞
踊
か
ら
２
曲
、
民
謡
か

ら
２
曲
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、

最
後
は
み
ん
な
で
手
拍
子
を
打

ち
な
が
ら
楽
し
く
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
演
舞
鑑
賞
後
は
食
事

を
楽
し
み
、
支
部
会
員
間
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　
三
妻
支
部
（
入
山 

伸
一 

支

部
長
）
は
、
令
和
７
年
12
月
５

日（
金
）に
和
食
処 

あ
ぶ
ら
や
に

て
支
部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
支
部
会
員
６
名
参
加
の
も
と
、

「
令
和
６
年
度
収
支
報
告
」お
よ

び
「
支
部
合
併
に
伴
う
新
支
部

名
称
」
に
つ
い
て
審
議
を
行
わ

れ
ま
し
た
。三
妻
支
部
は
大
生
・

生
支
部
と
し
て
は
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
役
員
会
に
て
出

店
内
容
を
話
し
合
っ
た
結
果
、

射
的
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く

い
を
行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
子
供
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
楽
し
そ
う
に
挑
戦
す
る
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
常
総
市
商
工
会
玉
支
部
（
生

井 

康
之 

支
部
長
）
は
、
令
和

７
年
10
月
10
日（
金
）に
鮨
あ
さ

の
に
て
支
部
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
支
部
会
員
６
名
参
加
の
も
と
、

「
令
和
５
年
度
・
令
和
６
年
度

の
会
計
報
告
」
お
よ
び
「
支
部

合
併
に
伴
う
新
支
部
名
称
」
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

玉
支
部
は
本
石
下
支
部
と
の
合

併
後
の
新
名
称
と
し
て
「
石
下

北
支
部
」
に
す
る
こ
と
で
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で

は
、
支
部
会
員
の
活
発
な
交
流

が
行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

講演を行う神達岳志常総市長 挨拶をする生井支部長

演舞を鑑賞する様子

し
た
。

　
講
演
会
後
は
、
市
長
を
交
え

た
懇
親
の
場
に
お
い
て
、
未
来

の
常
総
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

≪常総市商工会≫
●水海道事務所
　〒303－0003  常総市水海道橋本町3552－1
　TEL. 0297－22－2121／FAX. 0297－22－2124
● 石下事務所
　〒300－2706  常総市新石下3678
　TEL. 0297－42－3155／FAX. 0297－42－8513

令和７年度　出張年金相談所開設
相談会場
　常総市商工会　水海道事務所（第２木曜日）
　　　常総市水海道橋本町3552-1　TEL　0297-22-2121
　　　　　　　　　　　　　　  　　FAX　0297-22-2124

令和８年　２月12日（木）
　　　　　３月12日（木）

※音声案内につながりますので、「１」を押した後に、「２」を押してください。
※ご予約の際は、必ず常総市商工会での予約とお申し出ください。
※１日に受付できる相談者数が限られるため、お早めにご予約ください。

完全予約制（１ヶ月前から下館年金事務所にて受付します。）
下館年金事務所　お客様相談室
℡０２９６－２５－０８２９

令和７年度　常総市商工会　無料法律相談会のご案内
● 相談時間　午前９時～正午（１人概ね30分程度です。）
　　　　　　相談内容は整理しておいて下さい。

●会場及び弁護士
常総市商工会
　　石下事務所：つくばね法律事務所
● 開 催 日

●申込方法　相談日の一週間前までに商工会事務局ま
　　　　　　でお申し込みください。予約制

※弁護士の都合により相談日が変更になる事があります。その場合
は、お申込みの方に事前にご連絡致します。又、相談については無
料ですが、事件処理を依頼した場合や当該相談日以外の相談、訴訟
事務等については有料となります。詳細は弁護士と相談して下さい。

 2月 ４日（水）

石下事務所（10：00より）

令和８年

『
今
回
の
一
級
の
試
験
を
受
け

る
の
は
二
回
目
で
、
前
回
は
不

合
格
だ
っ
た
の
で
残
念
で
し
た
。

一
級
の
試
験
は
難
し
く
て
、
何

度
も
諦
め
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
回
合
格
で
き
て
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
諦
め
な
く
て
良
か

っ
た
で
す
。』

　
令
和
７
年
度
本
石
下
支
部（
小

野
広
美 

支
部
長
）総
会
が
９
月

17
日（
水
）お
お
と
り
飯
店
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
会
員

16
名
参
加
の
下
、
決
算
報
告
並

本石下支部本石下支部

総
会
を
開
催

総
会
を
開
催

玉支部玉支部

総
会
を
開
催

総
会
を
開
催

び
に
支
部
再
編
に
つ
い
て
審
議

し
、
本
石
下
支
部
は
玉
支
部
と

併
合
し
て
石
下
北
支
部
と
な
る

こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、

会
員
同
士
の
交
流
が
活
発
に
行

わ
れ
、
業
種
を
超
え
た
関
係
性

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―

宝
町
支
部
、
栄
町
・
本
町
・
元
町
支
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
諏
訪
町
・
淵
頭
町
支
部―

　
　
　

３
支
部
合
同
で
研
修
会
を
開
催

―

宝
町
支
部
、
栄
町
・
本
町
・
元
町
支
部
、

　
　
　
　
　
　
　
　
諏
訪
町
・
淵
頭
町
支
部―

　
　
　

３
支
部
合
同
で
研
修
会
を
開
催

五
箇
支
部
と
の
合
併
後
の
新
名

称
と
し
て
「
大
三
五
支
部
」
に

す
る
こ
と
で
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
そ
の
後
の
懇
親
会
で

慎重審議する皆さん

―

諏
訪
町
・

　

淵
頭
町
支
部

　
　

総
会
を
開
催―

―

諏
訪
町
・

　

淵
頭
町
支
部

　
　

総
会
を
開
催―

　
令
和
７
年
12
月
５
日（
金
）諏

訪
会
館
に
お
い
て
令
和
７
年
度

諏
訪
町・淵
頭
町
支
部
総
会（
岩

本
健
太
郎
支
部
長
）
を
開
催
し

ま
し
た（
参
加
者
４
名
）。
令
和

５
年
度
、
６
年
度
会
計
報
告
に

つ
い
て
、ま
た
宝
町
支
部
、栄・

本
・
元
町
支
部
と
の
合
併
後
の

支
部
名
に
つ
い
て
は
案
と
し
て

挙
が
っ
て
い
る「
海
央（
か
い
お

う
）支
部
」に
決
議
し
ま
し
た
。

　
総
会
後
に

は
会
場
を
清

水
屋
へ
移
し

懇
親
会
を
行

い
、
支
部
員

同
士
活
発
に

交
流
を
深
め

ま
し
た
。

は
、
支
部

会
員
の
活

発
な
交
流

が
行
わ
れ
、

親
睦
を
深

め
る
こ
と

が
で
き
ま

し
た
。

本
石
下
支
部
総
会
開
催

 　
令
和7

年
度
本
石
下
支
部
（
小
野
広
美 

支
部
長
）
総
会
が9

月17

日
（
水
）
お

お
と
り
飯
店
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
会
員16

名
参
加
の
下
、
決
算
報
告
並
び

に
支
部
再
編
に
つ
い
て
審
議
し
、
本
石
下
支
部
は
玉
支
部
と
併
合
し
て
石
下
北
支
部

と
な
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
会
員
同
士
の

交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
、
業
種
を
超
え
た
関
係
性
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。


